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１ 期     日  平成３１年１月２４日（木）

２ 場     所  教育委員会室

３ 開     会 午後２時００分

４ 出 席 委 員 教  育   長      細 田 眞由美

教育長職務代理者   大 谷 幸 男

委 員      石 田 有 世

委 員          野 上 武 利

委 員          武 田 ちあき

委 員          柳 田 美 幸

５ 議場に出席した者

           副教育長              久保田  章 

管理部長              矢 部  武 

学校教育部長            平 沼  智

生涯学習部長            竹 居 秀 子

中央図書館長            波田野 育 男

管理部参事兼学校施設課長      中 村 和 哉

学校教育部参事兼指導２課長     田 邉  泰

学校教育部参事兼総合教育相談室長  藤 澤 美智子

学校教育部参事兼高校教育課長    吉 野 浩 一

学校教育部参事兼教育研究所長    千 葉  裕

学校教育部参事兼舘岩少年自然の家所長 髙 後  仁

           生涯学習部参事兼生涯学習振興課長  栁 田 正 明

教育総務課長            髙 木 泰 博

教育政策室長            野 津 吉 宏

教育財務課長            栗 原 章 浩

学事課長              小 椋 和 彦

教職員人事課長           澤 田 純 一

教職員給与課長           山 本 順 二

指導１課長             吉 田 賀 一

特別支援教育室長          内 河 水穂子

健康教育課長            山 本 高 弘

人権教育推進室長          樋 爪 勇 司

文化財保護課長           青 木 文 彦

青少年宇宙科学館長         冨 田 英 雄

博物館長              酒 井 浩 志

うらわ美術館副館長         森 山 日登美

生涯学習総合センター副館長     大 嶋 真 浪

管理課長              酒 井 雅 之

資料サービス課長          辛 島 敬 子
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６ 会議録署名委員  柳 田 美 幸 
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７ 議事等の概要 

細田教育長 

書記 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

それでは、ただいまから教育委員会会議を開会いたします。

本日は、傍聴を希望する方は、いらっしゃいますか。

５名いらっしゃいます。

 本日は、会議の傍聴を希望する方がいらっしゃいますが、許可して

よろしいでしょうか。

＜異議なし＞

 それでは、傍聴を許可します。本日の会議録の署名委員は、柳田委

員にお願いいたします。

本日の議案第１号から第１７号は議会に係る案件であることから

非公開とすることをお諮りしたいと思いますが、委員の皆さんいかが

でしょうか。

＜異議なし＞

それでは、出席委員全員の賛成をいただきましたので、ただ今申し

上げた議案は非公開といたします。

本日の会議の順番ですが、公開議案であります、次第の３「その他」、

非公開議案であります、議案第１２号、１号、１３号、２号から１１

号、１４号から１７号の順に審議を行うことといたします。

その他 第３次さいたま市特別支援教育推進計画（素案）について 

細田教育長 

特別支援教育室

長 

それでは、次第の３「その他」第３次さいたま市特別支援教育推進

計画（素案）について、事務局から説明をお願いします。

それでは、第３次さいたま市特別支援教育推進計画の素案につい

て、御説明させていただきます。

本計画は、「第２次さいたま市特別支援教育推進計画」において、

特別支援学級の整備等に取り組んでまいりました成果と課題を踏ま

えて策定したものでございます。

本計画は、「さいたま市教育ビジョン」「さいたま市教育アクション

プラン」を踏まえ、いわゆるノーマライゼーション条例の理念を受け

て、本市における今後の特別支援教育の基本方針を示すものとして位

置付けております。
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石田委員 

特別支援教育室

長 

大谷委員 

本計画の期間は、「さいたま市教育アクションプラン」との整合性

を踏まえ、２０１９年度から２０２０年度までの２年間とします。

国の動向といたしましては、平成２８年に「障害を理由とする差別

の解消の推進に関する法律」が施行され、平成２９年３月には新しい

小・中学校学習指導要領が、４月には特別支援学校小学部・中学部学

習指導要領が告示になり、そして平成３１年度末までに特別支援学校

高等部学習指導要領が告示されます。また、平成３０年５月には、「教

育と福祉の一層の連携等の推進について」の通知が出されておりま

す。

こうした社会の動向に適切に対応するため、協議会を設置して、学

識経験者、保護者代表、障害者団体の代表者、公募による市民代表等

からの意見を受けて、「第３次さいたま市特別支援教育推進計画」を

策定するものでございます。

本計画では、基本方針を「共生社会の形成を目指し、一人ひとりの

教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進」といたしました。

基本施策は、次の３つでございます。１つ目は「共生社会の形成を

目指す～共に学ぶ・身近な地域で学ぶ〈ノーマライゼーションの推進〉

～」です。２つ目は「児童生徒に必要となる資質・能力を育成する～

教員の専門性の向上～」です。３つ目は「連続的で一人ひとりに応じ

た支援を行う～連続性のある支援と校内支援力向上～」といたしまし

た。

説明は以上でございます。

本計画の施策の実施を通して、本市の特別支援教育の一層の充実に

努めてまいりますので、皆様の御理解、御協力をお願い申し上げます。

資料の表中に特別支援学級設置率が掲載されており、平成２５年が

３８．１％、平成３０年が９０．６％と非常に伸びていますが、絶対

に１００％にはならないものなのでしょうか。

第２次さいたま市特別支援教育推進計画におきましても、特別支援

学級の整備を掲げて、設置率の向上に努めてまいりました。そして、

今回も「しあわせ倍増プラン」に基づきながら、浦和中を除く全校整

備に向けて進めているところでございます。今後も引き続き推進して

まいりたいと思っております。

 通級指導教室に通っている児童生徒が増えているようですが、その

要因をどのように考えていらっしゃるか教えてください。

また、特別支援教育コーディネーターの果たす役割やリーダーシッ

プというのは大変重要であると思いますが、その方たちの実践力を高
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特別支援教育室

長 

野上委員 

特別支援教育室

長 

野上委員 

特別支援教育室

長 

めるための取組をどのようになさっていますか。

 まず、通級指導教室についての御質問にお答えいたします。発達障

害・情緒障害通級指導教室につきましては、ニーズが大変多い状況と

なっております。対象となるお子さんは、通常の学級に在籍しながら

一部支援を必要とするお子さんですが、保護者また本人も含めまして

希望をするという方が多いだけでなく、小・中学校の校長からも「発

達障害・情緒障害通級指導教室があるのはとても助かる。」という声

を聞いております。今後も発達障害・情緒障害通級指導教室の拡充に

努めてまいりたいと思います。

 続いて２点目の御質問にお答えいたします。特別支援教育コーディ

ネーターへの取組につきましては、全特別支援教育コーディネーター

を対象といたしまして、毎年研修会を実施して全体的な資質の向上に

努めております。また、併せまして特別支援教育コーディネーター実

践研修というレベルアップした研修会を用意しまして、校長の推薦の

もと受講者を決定し、実践的・体験的な研修を開催することでより高

い専門性の向上に努めているところでございます。

 以前、県外の特別支援学校の視察へ行った際、本来は特別な教育的

指導が必要であるが、保護者の事情で特別支援学校や通級指導教室へ

行かせないという人が潜在的にいるということを聞きましたが、さい

たま市の場合、そういったことはあるのでしょうか。

 正確な数字は分かりませんが、さいたま市の特別支援学級に入級さ

れるお子さんは、毎年約１００名程度増加しております。保護者のな

かで特別支援学級に入りたいという方も非常に多いので、そういった

意味で利用は高まってきていると思っているところです。なかには、

特別支援学級や通級指導教室に抵抗があるという方もいらっしゃる

のかもしれませんが、学校では丁寧な相談を重ねております。就学に

つきましては、あくまでも保護者の意向を尊重しながら、丁寧な相談

を重ねて今後も進めてまいりたいと思います。

 そうすると、表面化してきた人は全員受け入れていると理解してよ

ろしいですか。

 御希望のある方はお子さんの状態も踏まえまして、就学支援委員会

の専門家の御判断もいただきながら、特別支援学級に入級している状

況でございます。
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武田委員 

大谷委員 

細田教育長 

先ほど指摘がありました設置率についてですが、現在９０％近いと

いうのは、本当に素晴らしいことだと思います。ここ数年、学校訪問

で色々な学校を回っておりますと、初めの頃は「特別支援学級が欲し

い。」という校長先生方の声が非常に多くありましたが、最近は「特

別支援学級が設置されて本当に助かっている。」といった現場の声が

ありました。また、多くの学校にあるということは、今まで学区を越

えて通うのが大変だったお子さんたちが、自分の学区で行けるように

なり、保護者にとっても大変有難いことだと思います。また、垣根が

低くなり通いやすくなるという点でも大変効果があると思いますの

で、現場のニーズから見てもこのまま特別支援学級の整備を推進して

いただきたいと思います。

 また、特別支援学級があるということは、その学校の普段のクラス

のなかの支援を必要とする、または、支援を必要とするとまでは言い

切れないお子さんの指導に対して、他の先生方に特別支援学級の先生

がアドバイスをしてくれ、すごく助かるといった話も現場で聞きま

す。そういった意味でもすべての学校に特別支援学級の先生がいてく

ださるということは、教職員のスキルを高めたり、ストレスを低くし

て「こういう風にすればいいんだ」と自信につながっていったりとい

う、学級全体の経営にも関わっていくことだと思いますので、特別支

援教育という視点だけでなく、学校全体としてこれからも進めていっ

てほしいと思います。

 これは要望ですが、特別支援教育について門外漢だという教職員が

いないように、すべての教職員に向けた問題意識の涵養について研修

等でしっかり取組んでいただきたいと思います。

 大変貴重な御意見・御要望をいただきましたので、ぜひそういった

ところも今後反映させてください。 

それでは、この件は終了といたします。

その他 第２次さいたま市生徒指導総合計画「子ども輝きプラン」（素案）について 

細田教育長 

指導２課長 

続きまして、「その他」第２次さいたま市生徒指導総合計画「子ど

も輝きプラン」（素案）について、事務局から説明をお願いします。

１２月の教育委員会会議に続きまして、さいたま市生徒指導総合計

画「子ども輝きプラン」について御報告させていただきます。本日は

素案を御覧ください。

はじめに計画の名称についてでございます。これまで現行の「輝き
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プラン」に続く計画として、「第２次」と掲げておりましたが、その

前の「潤いプラン」を第１次として、今回の輝きプランを「第３次」

として扱うことといたしました。混乱を生じてしまい、申し訳ござい

ません。

それでは、素案について御説明いたします。まず、表紙絵でござい

ますが、明日２５日にうらわ美術館で開催されます、児童生徒美術展

に出品された作品の中から選定をしたいと考えております。表紙の裏

面には、子ども輝きプランという名称について、右側には教育長のあ

いさつを掲載いたしました。好きなことを見つけ、一生懸命に打ち込

み、そのために努力を続ける姿にスポットライトが当たる子どもにつ

いても、また、「自分なんかどうせ何をやっても駄目だ」とか「自分

は大切にされていないのではないか」と感じてしまっている子どもに

ついても、１１万人弱の子どもを一人残らず輝かせるという、教育長

のメッセージをあいさつの一部とさせていただきました。

１枚めくっていただきますと、左側が目次となります。この小冊子

は、右側の概要版を上から順に説明するような体裁となっておりま

す。巻末に、資料として「本市の生徒指導に係るこれまでの取組」と

「本プランに関連する資料」を掲載しております。

２ページ、３ページを御覧ください。こちらは「プラン策定の経緯」

についての説明です。国の動向と市の動向から経緯をまとめました。

また、本文だけでなく「ポイント」について解説欄を設けております。

これは、１２月の教育委員会会議において、武田委員から「管理職だ

けでなく、実際に児童生徒の指導に当たる先生方が理解を深められる

ように」との御指導をいただき、設定したものでございます。４月以

降におきましても、周知について最大限の努力をしていきたいと考え

ております。

続きまして、４ページ、５ページを御覧ください。こちらは「プラ

ン策定の基本方針」についてでございます。本市の子どもたちは、「全

国学力・学習状況調査」の「生活習慣や学習環境等に関する調査」に

おいて、小・中学校ともに「自分には、よいところがあると思う」等

の質問において、肯定的な回答が全国平均を上回るという良好な結果

が続いております。しかしながら、一方で、いじめや不登校等で悩ん

でいる子どもたちもおり、本市の約１１万人の子どもたち一人残らず

輝かせたい、そのような思いから、本プランは策定されております。

生徒指導を特別な場面として位置付けるのではなく、授業の中で、落

ち着いた雰囲気づくり、教師や友人の考えを聞き、お互いのよいとこ

ろを認め合う関係づくり、自分の考えを表明できる場の確保等が保証

された学習集団を形成していくことにより、支持・信頼・規範のある

学級や学校づくりにつながっていくことを目指しております。
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柳田委員 

指導２課長 

６ページは「プランの目標」と「事業・取組の方針」です。１２月

の教育委員会会議において、大谷委員から「磨くと守るの主語につい

て整理した方がよい」との御指導をいただきました。下から３つ目の

丸印に「大人が子どもを教育する」というように、大人が主語で子ど

もが目的語になる形で使われることが一般的ではありますが、例えば

人格の完成については、「児童生徒が望ましい大人になる」というよ

うに、児童生徒自身が主語となる形で行われていく必要がある、との

説明を加えさせていただきました。この文言は生徒指導提要によりま

す。

７ページは「事業・取組と３つの留意点」についての説明です。「３

つの留意点」については、直接児童生徒にかかわる教職員にとって、

生徒指導の基礎基本とも言える大切なものでございますので、留意点

の一つ一つに対して具体的な事例を挙げるなどして、７ページから次

の８ページにかけて記載をいたしました。

９ページ、１０ページには「事業・取組と３つの留意点の関連」と

して、特に重視してほしい留意点について、星印を付けてあります。

１１ページから１４ページまでは資料となっております。また、１

４ページには協議会の委員名簿を掲載いたしました。

今後につきましては、明日清水市長に、その後、市議会議長、副議

長に御報告をさせていただきます。さらに文教委員会での御報告を経

て、完成に向かいたいと考えております。第３次生徒指導総合計画「子

ども輝きプラン」の素案についての御報告は以上でございます。

本当に素晴らしく、分かりやすい内容だと思いますが、やはりここ

で決めたことをいかに現場に落としていくかが、すごく大事になって

くると思います。現場の先生方が理解し、整理しやすいように指導し

ていただけると現場の先生方もとても助かると思いますのでよろし

くお願いします。

現時点での考えですが、毎月、かわら版やミニレターのような形で

内容を分かりやすくしたものを配布したり、先生方一人ひとりが使っ

ている校務用のパソコンのポップアップ画面にキーワードを載せた

り、生徒指導主任会、管理職の研修会の際に、この計画を使って研修

を行ったりということを考えております。生徒指導主任会は伝達研修

のような形で、研修会で行ったことを学校で必ず全員の先生に伝えて

くださいという内容が毎年ありますので、そこにもこの計画の内容を

入れるということも考えております。あとこれは個人的な考えです

が、様々な管理職の試験問題にも、ぜひこういう話題を出して先生方

にも知っていただきたいと思っております。
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細田教育長 

大谷委員 

細田教育長 

指導２課長 

野上委員 

委員御指摘のとおり、いい計画でも魂を入れないことには話になら

ないと思いますので、いま御説明いただいた色々な方策でどうやって

浸透させていくかということを考え、先ほどの特別支援教育推進計画

についても同じような形でしっかり現場に落としていただきたいと

思います。

私自身のこれまでの経験から、生徒指導の一番大きな要素として、

授業が分かるということが大事であると思います。すべての教職員が

「分かる授業」に取組む、学びの遅い児童生徒には積極的に手を差し

伸べるということが一つの基本だろうと思います。そして、２つ目は、

この計画の教育長のことばのなかにもありますが「自己存在感を与え

ること」が重要であると思います。どこかで評価されるという仕組み

について、学級活動、部活動、学校行事などあらゆる場面で、その子

の存在というものを自らが認識できるという場面を意欲的・意識的に

作っていただきたいと思います。３つ目は、道徳教育です。相手の立

場になって物事を考えられるという思いやりが基本だと思っていま

すが、指導者側がいかに自分自身の生き方・あり方を懸けて子供たち

に真剣に訴えていくという、道徳教育のさらなる充実を要望します。

生徒指導総合計画を繰り返し練っているときに、いまの大谷委員の

御意見も随分この計画の中に盛り込んであります。それはどういうこ

とかと申しますと、過日新聞で大々的に報道されました、不登校なら

びにその予備軍の子どもたちのアンケート結果で「授業が分からな

い」というのが大きな要因としてあったわけです。生徒指導上の問題

が表出してきたときの要因としても「授業が分からない」ということ

がありますし、やはり学校は子どもたちにとって学びの場であって、

授業が分からないことがいかに苦痛なのかということが見て取れる

と思います。ですから、この計画の中にもずいぶんそれが盛り込んで

あるということでございます。

我々も思い同じくしてこの計画を作っておりますし、先生方にお話

しする際にもしっかり重点を置いて伝えていきたいと考えておりま

す。

さいたま市の教育委員になって感心しているのは、１２年間を見据

えて人材育成をしていこうというストーリーをさいたま市の教育に

感じることです。以前、中教審の部会で全ての学校種の話を聞く機会

がありましたが、それぞれの学校種に不足している事項、要望事項が
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細田教育長 

あるにも関わらず、それをなぜ共有化しないのだろうと感じていまし

た。

さいたま市の教育委員になって、「学力向上ポートフォリオ」の存

在を知り、このようにそれぞれの学校種の先生が把握している、児

童・生徒一人ひとりの能力を共有化すればいいのになと思いました。

さいたま市は日本一の教育都市を目指しているということである

ので、ポートフォリオ上で、１２年間を見据えたお子さんのカルテを

作ってほしいと思っています。そして、そのカルテづくりのために、

この輝きプランを作動させていただいたら有難いと思います。

それでは、この件は終了といたします。

傍聴の方に申し上げます。先ほど決まりましたとおり、ここからの

審議につきましては、非公開となりますので、御退室ください。

議案第１２号 平成３０年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について 

細田教育長 

教育財務課長 

続きまして、議案第１２号につきまして、事務局から説明をお願い

します。

それでは、議案第１２号平成３０年度さいたま市一般会計補正予算

（教育費）につきまして、御説明させていただきます。

資料は、別冊２の１ページから１４ページまでになります。 

提案理由でございますが、国の平成３０年度第１次補正予算に伴

い、市立中学校の特別教室等に空調機を設置するための経費のほか、

各事業において業務委託・工事等の契約差額などによって生じた事業

費の減額について、市長に申し出するものでございます。

少し説明を加えますと、今回の補正予算は２つに大別されます。先

ほど申し上げた、学校への空調機設置のように新たに行う取組に関し

予算を確保する補正と、２月議会に関しましては、年度の中では最後

の議会となることから、予算額を決算の見込みに合わせる補正も併せ

て行っているところです。

それでは、資料３ページをお開きください。

第１表「歳入歳出予算補正」でございますが、まず上の表、歳入に

つきまして、右から２つ目、補正額の列を御覧ください。一番下の行

に記載されていますように、合計で６億３，５５５万円の増額補正、

次に下の表、歳出につきましては、合計で１５億３，２２０万３千円

の増額補正となっております。詳細については、後ほど御説明させて

いただきます。

４ページをお願いいたします。第２表「継続費補正」を御覧くださ
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い。

事業名の欄、上から２番目の「与野本町小学校複合施設整備及び屋

内運動場等改修事業」につきましては、国庫支出金の支給見込みに合

わせ、３０年度と３１年度の継続費の年割額を変更するもの、その他

の４事業については、工事等の完了が近づき、事業費が確定すること

に伴い、継続費の予算額を決算額に合わせるための補正となっており

ます。

次ページの第３表「繰越明許費補正」でございますが、１番目の「中

学校営繕事業」は、新たに実施することになりました中学校の照明の

ＬＥＤ化、こちらの導入に係る支援業務委託料について来年度へ繰り

越すものです。

２番目の「中学校空調整備事業」は今回の補正予算で予算化する中

学校の特別教室への空調整備に要する経費について、また、３番目の

「文化財保護事業」は、真福寺貝塚と見沼通船堀整備のうち、年度内

に事業完了が見込めないものについて、翌年度へ繰り越すものです。

４番目の「特別支援学校施設等維持管理事業」は、今回の補正予算

で予算化する空調整備に要する経費、こちらに加えまして、特別支援

学校のＬＥＤ化に関する支援業務委託料の合計額を、翌年度へ繰り越

すものとなっております。

次に、補正予算の詳細について御説明させていただきます。７ペー

ジの資料を御覧ください。

はじめに「歳入」でございますが、表の一番下の歳入合計の補正額

の欄６億３，５５５万円のうち、国の平成３０年度第１次補正予算に

伴い、追加で交付されることとなった空調機設置にかかる補助金の合

計は４億７，４６１万５千円となっております。それ以外の１億６，

０９３万５千円につきましては、決算見込みに基づき歳入予算の調整

を行った金額となっております。

続きまして、歳出について御説明いたします。

８ページ、９ページの歳出の事項別明細書を御覧ください。

歳出の表につきまして、一番右側の説明欄で金額の前に三角印がつ

いているもの、これが最初に説明いたしました決算額に合わせてマイ

ナス補正を行う事業となっております。

全部で２７事業、合計１５億８，１８１万３千円のマイナス補正を

行います。マイナスとなります補正額の内訳でございますが、職員人

件費がマイナス１億３，７００万円、人件費以外の各事業にかかる経

費が１４億４，４８１万３千円となっております。

また右側の説明欄の中に、事業名のみで金額が記載されていない事

業がございますが、歳出予算は変えず関係する歳入のみ補正を行った

事業となっております。
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続きまして、「通常補正分」として増額補正を行います３つの事業

について御説明いたします。

１３ページからの関係資料を御覧ください。

上段、１０款教育費２項小学校費４目学校建設費、学校施設課所管

の「小学校校舎増改築事業」でございます。

現在建設中の与野本町小学校複合施設の空調機設置工事に関し、国

の第１次補正予算に伴い臨時特例交付金が交付されることとなりま

したため、必要となります継続費の年割額の変更を行うとともに、今

回の臨時特例交付金以外の国庫支出金等の決算見込額にあわせ、財源

の更正を行うものです。

年割額の変更につきましては、平成３１年度の年割額から２，８０

０万６千円を差し引き平成３０年度分として同額を計上するもの、つ

まり事業費の前倒しを行うもので継続費の総額に変更はありません。

なお、国庫支出金に関しましては、空調分として４９７万円新たに

交付されることとなりましたが、他の国からの交付金が１，２６３万

６千円の減額となりますため、この事業をトータルすると結果的に表

の右上の財源内訳の欄のとおり、７６６万６千円の減額となっており

ます。

下段、１０款教育費３項中学校費４目学校建設費、学校施設課所管

の「中学校空調整備事業」でございます。

こちらにつきましては、国の第１次補正予算に伴う臨時特例交付金

を活用し、市立中学校の空調機が設置されていない特別教室に、空調

機を設置する工事等を行うものです。

補正額は３０億７，９００万５千円ですが、年度内に完成が見込め

ないため全額繰越明許するものです。

次ページの上段、１０款教育費８項特別支援学校費４目学校管理費

の「特別支援学校施設等維持管理事業」でございます。

こちらにつきましても、国の第１次補正予算に伴う臨時特例交付金

を活用し、さくら草特別支援学校のトイレについて、空調機を設置す

る工事等を行うものです。

補正額は７００万５千円ですが、年度内に完成が見込めないため全

額繰越明許いたします。

以上３事業の増額補正額の合計が３１億１，４０１万６千円、先に

御説明いたしました「決算見込分」のマイナス１５億８，１８１万３

千円を相殺しました、プラスの１５億３，２２０万３千円が今回の歳

出補正予算額となります。

説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。
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細田教育長 

各委員 

細田教育長 

御意見、御質問等はございますか。

御意見がなければ議案第１２号につきましては、原案のとおりとし

てよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１号 平成３１年度教育行政方針について 

細田教育長 

教育政策室長 

続きまして、議案第１号につきまして、事務局から説明をお願いし

ます。

それでは、議案第１号平成３１年度教育行政方針について御説明さ

せていただきます。

この教育行政方針案につきましては、様々な御指摘を踏まえ修正し

た項目のうち、主なものについて説明をさせていただきます。資料に

つきましては、議案の他に、説明資料をお配りいたしました。この説

明資料につきましては、議案と同じ内容となっておりますが、説明用

として、修正箇所が分かるように下線を引いてありますので、こちら

を御覧いただきたいと思います。

はじめに、各事業前の前段部分における主な修正について説明させ

ていただきます。

２ページ「さいたま市教育委員会の取組と成果」を御覧ください。

ここでは「第２期さいたま市教育振興基本計画」の策定に向けた取組

について御指摘をいただきましたことから、この項目の５ページにそ

の策定について追記いたしました。

次に、６ページ「『未来を拓くさいたま教育』を推進する『ＰＬＡ

Ｎ ＴＨＥ ＮＥＸＴ ３つのＧで日本一の教育都市へ』」を御覧く

ださい。ここでは、教育界が企業や各団体等とどのように連携してい

くのか、という御指摘を踏まえて、３つのＧのうち Globalに掲げた、
グローバル社会の様々な分野において活躍するための資質・能力を育

成していく観点から、１５ページ「（１１）市立高等学校『特色ある

学校づくり』事業の推進」におけるイノベーションプログラム導入の

ほかに、２８ページ「（３３）生涯学習人材バンク事業の推進」に企

業・団体等との連携による人材発掘について記載いたしました。

次に各事業の主な修正について、説明させていただきます。

１１ページ「（２）アクティブ・ラーニングの推進」につきまして、

グローバル化等により社会が急速に変化している時代背景のもと、新
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学習指導要領の改訂等を踏まえながら、本市での授業改善に向けた取

組や、「希望（ゆめ）実現プロジェクト」及び教育フォーラム等を記

載し、文章を再構築しました。

１３ページ「（５）保育所・幼稚園等・小学校の連携」につきまし

て、いじめ防止の視点を踏まえ、良好な人間関係の構築に踏み込んだ

記載に修正いたしました。

１８ページ「（１５）ネットトラブル等防止のための情報モラル教

育の推進」につきまして、誹謗中傷やいじめ防止の視点を踏まえて、

修正いたしました。

１９ページ「（１７）『グローバル・スタディ』の充実」につきまし

て、これまでの全国に先駆けた本市らしい英語教育の推進と成果を踏

まえ、「英語力ナンバー１」というキャッチフレーズを用いて、今後

も各取組を通して将来をたくましく豊かに生きる児童生徒をはぐく

んでいく、という文脈で再構築いたしました。また、教員の指導方法

の研究や指導力向上の研修についての御指摘を踏まえて、２１ページ

「（１９）子どもたちの体力向上に向けた施策の推進」、２５ページ

「（２７）道徳教育の推進」につきまして、修正いたしました。

さらに、今後の公民館運営についての御指摘を踏まえて、２７ペー

ジ「３．人生１００年時代を輝き続ける力の育成」の説明に、公民館

の運営に関する記載を追記し、修正いたしました。

３０ページからの「（３６）博物館・美術館・科学館事業の充実」

及び、３１ページからの「（３８）生涯学習施設と学校との連携充実」

につきまして、他の項目とのバランスも考慮し、各館ごとの記載に、

修正いたしました。

３５ページ「（４０）親の学習事業の推進」につきまして、男性参

加者の満足度向上が事業の目的のように読めるとの御指摘を踏まえ、

本事業における男女共同参画の視点に触れながら、修正いたしまし

た。

３７ページ「（４６）学校における働き方改革の推進」につきまし

て、教員に実施した意識調査等の結果を踏まえ、これまでの本市の取

組や、今後の取組として、部活動指導員配置校の拡充、具体的な説明

を加えたスクール・サポート・スタッフの配置について記載するなど、

文章を再構築しました。

そのほか、御指摘を踏まえ、２６ページ、主権者教育における権利

と義務といった社会人としての素養のはぐくみ、３１ページ、うらわ

美術館における「ギャラリートーク」などの学芸員の活動、３５ペー

ジ、チャレンジスクールにおけるこれまでの成果と今後の方向性、３

８ページ、人づくり、人材確保改革の推進における「さいたま市教師

塾『夢』講座」の実施、同じく３８ページ、教員の資質能力の向上に
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武田委員 

細田教育長 

教育政策室長 

細田教育長 

生涯学習総合セ

ンター副館長 

野上委員 

細田教育長 

おけるハラスメント防止のための研修の実施、４２ページ、学校トイ

レの洋式化における現状と目標など、文言、字句も含めて修正をさせ

ていただきました。以上でございます。

 ３９ページ「（４８）教員の資質能力の向上」のなかで、「ハラスメ

ントについての理解を深めるとともに防止を図る」と記載されていま

すが、これを文章全体で読むと、この「理解」という言葉に関して誤

解することはないかと思いますけれども、「理解」よりは「知識」と

したほうが良いかなと思います。

 ハラスメントについて理解して、それを行うということではありま

せんので、誤解のないよう「知識」と修正していただきたいと思いま

す。

 御指摘のとおり「知識」と修正いたします。

 ２７ページ「３．人生１００年時代を輝き続ける力の育成」のとこ

ろで、３段落目の「特に、市内５９か所と市民の最も身近にある公民

館」との記述ですが、これまで公民館について、生涯学習総合センタ

ーを含め６０館と言っているので、「６０か所」という数字のほうが

良いかなと思いますがいかがでしょうか。

 御指摘のとおりだと思います。生涯学習総合センターについては、

地域性がなく全市対象となり、身近にある公民館という印象が薄いと

いうことで「５９か所」と記載いたしましたが、確かにこれまで生涯

学習総合センターも含め「６０館公民館」としておりますので、「６

０か所」と修正させていただきます。

 ２６ページ「（２９）主権者教育の推進」のところで、最後の段落

で「高等学校においては」とありますが、私としては主権者教育は１

８歳になるときに必要なのではなくて、小・中・高等学校での教育段

階において常に色々なテーマに権利と義務ということがあると思い

ますので、「小・中・高の学校段階において」というように修正して

いただくのが良いかなと思いますが、いかがでしょうか。

 確かにおっしゃるとおりで、高等学校の教育段階においてのみ主権

者教育の推進をするというわけではないのですが、この後に続いてい

く内容が、「模擬投票を実施するなど」にかかっているので、工夫が

必要であると思います。
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野上委員 

教育政策室長 

細田教育長 

柳田委員 

生涯学習振興課

長 

細田教育長 

武田委員 

 実際に投票行動を行う１８歳より前の小・中学校においても、学級

委員を選ぶなど色々なことを決めるときに「子ども政治投票」という

ようなものがあると思います。政治だから高等学校というだけでな

く、政治行動・投票行動というのは、小・中学校の学校段階において

もあると思いますので、検討をよろしくお願いします。

 「各学校段階において」という観点を含めて、文章を精査していき

たいと思います。

 昨日、私自身も教育政策室に指示をしましたが、小学校・中学校の

それぞれの発達段階においてふさわしい主権者教育について、高等学

校の前のところで書き込んでいただく必要があるかと思います。昨日

の新聞にもありましたとおり、市長の定例記者会見のなかで２０１９

年度については、選挙イヤーということもありまして、学校教育のな

かに主権者教育、もっと言えば公民教育についてもしっかり取り組ん

でもらいたいという御意見もありましたので、もう一歩書き込むとい

うことが必要かもしれません。よろしくお願いいたします。

 ３５ページ「（４１）子どもの生活習慣向上のためのキャンペーン

の推進」ですが、個人的に健康第一というところがすごく大事だと思

っておりまして、２行目のところに「本市独自のキャンペーンの取組

内容の見直し」と記載してありますが、本市独自のキャンペーンとい

うのはどのようなものをされていらっしゃるのかお教えください。

 本市独自のキャンペーンといたしましては、４月当初に期間を設け

まして学校において、当課が作成したチラシを配布したり、学級懇談

会のなかで保護者に対しキャンペーンの話をしたりということをし

ております。また、夏休みに入ると朝起きる時間が遅くなるというこ

ともありますので、その期間についても取組を周知するような形でや

っているキャンペーンとなります。

柳田委員の御指摘のとおり、「早寝・早起きや朝食の摂取等の生活

習慣向上を図るため実施していた本市独自のキャンペーン」と記載す

ると、前後についてどこに本市独自のキャンペーンの具体の記載があ

るのだろうとなりますので、書きぶりが親切ではないかもしれませ

ん。少し手を入れていただく必要があるかと思います。

子どもの生活習慣というのは、子どもだけを向上させるのは難し

く、保護者や家庭の理解が必要であると思います。私自身も自分の子
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細田教育長 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

どもが小学１年生のときに、学校保健委員会というのがあるというこ

とで参加したのですが、教育委員会から来てくださった先生のお話が

大変良いお話で、親はこういう風に子どもの学校生活をサポートして

いくんだということが分かりました。委員会に出席できなかった親は

多かったですが、学校だよりなどを通して情報共有できているので、

そういった情報に触れた親は、小学生の親をやるのは初めてでどうし

たらいいか分からないというところから、すごくいい導きになると思

います。そうしますと校内でやっているキャンペーンやアンケートだ

けでなく、学校保健委員会への参加というような実効性のあるかたち

で、教育委員会でもそういった会を設けて、保護者へ語りかけている

ということを一行入れていただけると、そういうことに関心を持つ人

も出てくるかなと思いますので、御検討よろしくお願いします。

保護者の立場から実際の体験・実感を伴った御意見ですので、工夫

して入れていただきたいと思います。

それでは、議案第１号につきましては、御指摘いただいたところを

修正した上で、原案のとおりとしてよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１３号 平成３１年度さいたま市一般会計予算（教育費）について 

細田教育長 

教育財務課長 

続きまして、議案第１３号につきまして、事務局から説明をお願い

します。

それでは、議案第１３号平成３１年度さいたま市一般会計予算（教

育費）につきまして、御説明させていただきます。

議案書及び資料は、別冊２の１５ページ以降になります。

提案理由でございますが、平成３１年度さいたま市一般会計予算の

教育費に係る歳入歳出予算について、市長に申出するものでございま

す。

それでは、資料の１７ページをお願いいたします。

第１表「歳入歳出予算」でございますが、教育委員会所管の歳入予

算合計は、上の表の一番下にありますとおり、１４２億１３３万円、

歳出予算合計は、下の表の一番下にありますとおり、８８９億５，０
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６３万７千円となっております。

次に１８ページをお願いいたします。

参考資料の、教育委員会関連事業に係る他局所管の歳入予算でござ

います。他局所管歳入の合計は４０億１，８３５万２千円となってお

ります。

その下の３行でございますが、「特定財源計」は前ページの教育委

員会所管の歳入と、上の他局所管歳入を合わせました特定財源の合計

額１８２億１，９６８万２千円、その下の「一般財源」の欄は平成３

１年度の教育委員会関連事業に係る一般財源の金額７０７億３，０９

５万５千円となっております。

次に１９ページをお願いいたします。

第２表「継続費」でございます。こちらは、工事や設計に複数年を

要する事業に関するもので、今回新たに設定する２事業について、総

額と年割額を定めるものでございます。

次に２０ページをお願いいたします。

２１ページにわたりまして第３表「債務負担行為」でございますが、

これらは、複数年の契約等、将来にわたる財政支出行為として、賃借

料など、２５の事業について、それぞれの期間・限度額を定めるもの

でございます。

２３ページをお願いいたします。こちらが、教育委員会にかかる歳

入予算の事項別明細書となっております。

２３ページが１５款分担金及び負担金、１６款使用料及び手数料、

次ページにわたり１７款国庫支出金、２４ページが１８款県支出金、

１９款財産収入、次ページにわたり２１款繰入金、２５ページが２３

款諸収入となっており、各々表の一番右の「説明欄」に書かれており

ます歳入を集計したものとなっております。

歳入予算合計は、２５ページの一番下の段の本年度の欄にあります

とおり、１４２億１３３万となっておりますが、新設校の整備等に伴

う１７款国庫支出金の減少などにより、歳入全体で８億８，３１２万

３千円、率にして５．９％前年度に比べ減額となっております。

次に２６ページをお願いいたします。

教育委員会関連事業に係る他局所管の歳入予算の詳細でございま

す。他局所管の歳入予算は９５％が財政局所管の市債となっておりま

す。

続きまして、歳出予算の事項別明細書について御説明いたしますの

で、２７ページをお願いいたします。

１０款教育費は１項教育総務費から始まり、次ページにわたり２項

小学校費、２８ページは３項中学校費、４項高等学校費、５項幼稚園

費、次ページにわたり６項社会教育費、２９ページは７項保健体育費、
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次ページにわたり８項特別支援学校費の予算をそれぞれ計上し、３０

ページ１番下の本年度欄合計にありますとおり、歳出合計で８８９億

５，０６３万７千円となっております。

３０年度予算と比較しますと、８５億９，３９７万８千円、およそ

８．８％の減額となっております。

これは３０年度予算で計上されておりました美園北小学校及び美

園南中学校２校の建設、仲町小学校の増築、大宮国際中等教育学校の

整備に係る経費、この４事業の減額分だけでもおよそ１００億円のマ

イナスとなるところですが、アクティブ・ラーニング、教育の情報化

の更なる推進、学校トイレの洋式化の推進など、ソフトハード両面か

ら新規・拡大事業にかかる予算の確保に努め、結果として３１年度教

育費の歳出予算額は、前年度と比べ約８６億円の減少にとどまったと

いう状況でございます。

続きまして、３１ページをお願いいたします。

継続費に関する調書でございます。複数年にわたり事業を実施する

「与野本町小学校東校舎及び南校舎改修事業」及び「大戸小学校校舎

改築設計事業」の２事業について、平成３１年度より新たに継続費を

設定するため、総額と年割額を定めるものでございます。

次ページ３１ページ、３２ページが、債務負担行為に関する調書と

なっております。

平成３１年度に新たに設定する債務負担行為は「教職員人事給与シ

ステム賃借料（追加分）」など２５事業です。賃貸借契約や業務委託

における複数年契約等、将来にわたる財政支出行為を担保するために

設定するもので、平成３１年度以降のそれぞれ支出予定期間及び金額

について記載しております。

３５ページ以降が、各事務事業の調書となっております。私からは、

主要事業について概要をお伝えします。

４５ページ下段の「学校教育推進事業」の主な事業の３番及び次ペ

ージ４６ページ上段の「研究奨励・研究委嘱事業」の主な事業の１番

にもあります「アクティブ・ラーニング推進事業」でございますが、

アクティブ・ラーニングの視点から授業改善を図り、確かな学力を育

成するため、新たにタブレット型コンピュータに導入するソフトウエ

アを整備することなどに要する経費で、予算額は２つを合わせ３，１

８３万４千円でございます。

これに関連しまして５３ページ下段の「教育情報ネットワーク推進

事業」の主な事業の１番「教育の情報化推進事業」でございますが、

児童生徒の情報活用能力育成のため、コンピュータ室以外へのタブレ

ット型コンピュータ等の整備を拡充いたします。さらに教員がＩＣＴ

機器を効果的に活用できるよう、事例集の配付や研修会の開催などを
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実施します。予算額は８億９，９３５万８千円でございます。

今開いていただいております左側のページ、５２ページ下段の「特

色ある学校づくり事業」の主な事業の４「イノベーションプログラム

事業」でございますが、大学の講義や企業訪問、著名人との交流を通

じ、世界で活躍できる国際感覚を備えた人材の育成を目指し、市立高

等学校の生徒を海外の大学へ派遣するもので、予算額は４９１万６千

円でございます。

資料が少し戻りまして４７ページ下段の指導１課の「英語教育推進

事業」でございますが、小学校１年生から９年間を見通した「グロー

バル・スタディ」を実施し、小・中学校での英語教育を発展・充実さ

せるための経費です。予算額は５億６，８３３万９千円でございます。

５１ページ下段の「教育相談推進事業」の主な事業の５「ＳＮＳを

活用した相談窓口事業」でございますが、市立中・中等教育・高等学

校生徒の不安や悩みに対するＳＮＳを活用した相談を、今年度は補正

予算対応で実施いたしましたが、３１年度より拡大して実施いたしま

す。予算額は１，１７４万円でございます。

５６ページ下段の「小学校施設等維持管理事業」、５８ページ上段

の「小学校営繕事業」、さらに６２ページ下段の「中学校施設等維持

管理事業」、６４ページ上段の「中学校営繕事業」の４つの事業にわ

たります「学校トイレの洋式化等の推進事業」でございますが、小・

中学校の洋式トイレの整備と臭い対策について拡充を図るもので予

算額は全て合わせますと１３億３，０３３万８千円でございます。

７０ページ下段の「家庭地域連携事業」の主な事業の１「コミュニ

ティ・スクール推進事業」でございますが、学校を核とした地域づく

りを推進するため、コミュニティ・スクールを７校に先行導入すると

ともに、フォーラムの開催や保護者・地域住民への意識調査を実施す

るもので予算額は１０４万円でございます。

７４ページ上段の「公民館安心安全整備事業」の主な事業の１「公

民館施設リフレッシュ事業」につきましては、仲本公民館及び美園公

民館の改修工事等を行うもの、併せまして主な事業の３「公民館エレ

ベーター設置事業」については２階が入り口となっている３館の公民

館うち２館についてエレベーター設置に向けた設計等を実施するも

ので、その他の維持改修費用を含めた事業全体の予算額は５億６，１

８４万１千円となります。

私からの説明は以上となります。

なお、本議案書の内容につきましては、「予算及び予算説明書」「予

算案の概要」として今後正式に公表されることになります。本日は審

議が終わりましたら、お持ち帰りにならず机上に置いていただければ

と思います。よろしくお願いいたします。
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細田教育長 

武田委員 

教育財務課長 

大谷委員 

細田教育長 

大谷委員 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

私から補足させていただきますと、歳出合計は昨年度比でマイナス

８．８％ということでありまして約１００億円の減ですが、先ほど教

育財務課長から説明がありましたとおり、平成３１年度に３校の学校

が新しく開校するということで、大きな建設費があったものが一段落

したところでも、教育のソフト面で１４億円ほど充実を図っていただ

くことができたということで、オールさいたま市として、この予算が

教育に非常に期待をしてくださっているという表れだと思います。オ

ールさいたま市として「頑張れ」ということで予算付けをしてくださ

ったことに対して、感謝とともに身の引き締まる思いです。特にアク

ティブ・ラーニングのＩＣＴ関係につきましては、他の自治体と比べ

ましても、本市が教育に対して非常に期待をもって予算付けをしてく

れたということを実感しました。

１６ページのタイトルに平成３０年度とありますが、これは平成３

１年度と考えてよろしいでしょうか。

申し訳ございません。そのとおりでございます。

先ほど教育長が言われたとおりで、我々は責任をしっかり果たして

いかなくてはならないということでありますので、学校や出先機関含

めてしっかり取組んでいただきたいと思います。

一つ質問ですが、今年の目玉はどのように認識していらっしゃるか

お教えください。

これは最後の教育長定例記者会見のなかに盛り込むことになると

思いますが、なんといってもアクティブ・ラーニング型授業を推進す

るにあたって、今日的なＩＣＴ教育を絡めた形で本市独自のプログラ

ムを推進していけるということが、予算規模としても一番の目玉にな

ると思います。

ぜひ結果を出していただきたいと思います。

 他に御意見がなければ議案第１３号につきましては、原案のとおり

としてよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

それでは、ここで５分間の休憩といたします。これ以降の議案に関
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係する職員以外の方は退室していただいて結構です。再開は３時３５

分といたします。

議案第２号 さいたま市青少年宇宙科学館条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第３号 さいたま市宇宙劇場条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第４号 さいたま市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第５号 さいたま市うらわ美術館条例の一部を改正する条例の制定について 

細田教育長 

教育総務課長 

石田委員 

教育総務課長 

武田委員 

生涯学習部長 

それでは、再開いたします。議案第２号から第５号につきましては、

関連がありますので一括して事務局から説明をお願いします。

資料の１ページから１５ページをお願いいたします。私からは議案

第２号さいたま市青少年宇宙科学館条例の一部を改正する条例の制

定について、議案第３号さいたま市宇宙劇場条例の一部を改正する条

例の制定について、議案第４号さいたま市公民館条例の一部を改正す

る条例の制定について、議案第５号さいたま市うらわ美術館条例の一

部を改正する条例の制定について一括して御説明いたします。

これらの議案につきましては、平成３１年１０月１日に予定されて

いる消費税率の８％から１０％への引き上げに伴い、使用料等を改定

するため、各条例の一部を改正することを市長に申出するものです。

使用料等の算出方法につきましては、８％改定前の料金を１００分の

１０５で割り返し、さらに、１００分の１１０を乗じて算出した額の

１０円未満を切り捨てしたものです。また、施行期日は、平成３１年

１０月１日とするものです。

説明は以上でございます。

引き上げの延期があった場合はどうするのですか。

現時点では、１０月１日に引き上げ予定ということで、予算を含め

まして議案を提出するということで対応しております。

使用料等の値上げの際には、各施設に「この値上げは消費税率の改

定に伴うものです」といった掲示をなさると思うのですが、決して市

が儲けているわけではないということを、市民感情に配慮してきちん

とお知らせするということを徹底していただければと思います。

確かに市民感情もありますので、ホームページを含めまして、しっ

かりと広報をしていきたいと考えております。
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細田教育長 

各委員 

細田教育長 

 他に御意見がなければ議案第２号から第５号につきましては、原案

のとおりとしてよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第６号 さいたま市立舘岩少年自然の家条例の一部を改正する条例の制定について 

細田教育長 

舘岩少年自然の

家所長 

細田教育長 

舘岩少年自然の

家所長 

武田委員 

続きまして、議案第６号につきまして、事務局から説明をお願いし

ます。

議案第６号さいたま市立舘岩少年自然の家条例の一部を改正する

条例の制定について、御説明させていただきます。

資料は、議案書の１１９ページから１２０ページです。

この議案は、さいたま市立大宮国際中等教育学校の設置及び消費税

法の一部改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。

内容の１点目につきましては、教育課程に基づく学習活動に係る

利用者の範囲について、中等教育学校の前期課程の生徒及びその引率

者を加えるほか、規定の整備を行うものでございます。

２点目につきましては、消費税及び地方消費税の税率が、８％から

１０％に引き上げられることに伴い、舘岩少年自然の家の利用に係る

使用料について、２％相当額の引き上げを行うものでございます。

施行期日は、１点目の規定の整備については、平成３１年４月１日、

２点目の使用料の改定については、平成３１年１０月１日とするもの

でございます。

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

私から質問させていただきます。利用者の範囲について、先ほどの

説明では、中等教育学校の前期課程という説明にとどまっていたよう

ですが、今回「特別支援学校の小・中学部」と記載されておりますが、

この件についてはいかがですか。

市立特別支援学校の小学部、中学部につきましては、現在、自然の

教室を実施しておりませんが、将来に向けて検討を進め、今後実施の

可能性があることから利用者の範囲に加えるものでございます。

別表の「市外」の「小・中学校の児童及び生徒」というところは、

特に他の者は加えなくてよろしいのでしょうか。実は私が教えている
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舘岩少年自然の

家所長 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

大学の学生のなかにも、他の県の中等教育学校を卒業している学生が

いますし、他にも様々な学校があると思うのですが、いかがでしょう

か。

別表の記載につきましては、学校種を示すものではなく、年齢段階

を示すものとして、確認しておりますので、こういう形で継続させて

いただければと思います。

 他に御意見がなければ議案第６号につきましては、原案のとおりと

してよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第７号 さいたま市教職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

細田教育長 

教職員人事課長 

続きまして、議案第７号につきまして、事務局から説明をお願いし

ます。

議案第７号さいたま市教職員定数条例の一部を改正する条例の制

定について、御説明させていただきます。

議案書は、２１ページから２３ページまでとなります。

本議案は、さいたま市立大宮国際中等教育学校の設置及び児童生徒

数調査の結果に基づく教職員定数の見直しに伴い、所要の改正を行う

ものでございます。

改正の概要について、２点に分けて御説明いたします。

１点目は、第２条の規定の整備についてでございます。さいたま市

立大宮国際中等教育学校に副校長を置くことに伴い、教職員の定義に

副校長を加えるほか、事務職員に係る規定の整備を行うものでござい

ます。

２点目は、第３条に規定する教職員定数の変更についてでございま

す。１２月１日時点で行った児童生徒数調査の結果に基づき算出した

教職員数により、教職員定数を５，９８１人から６，０６４人に改め

るものでございます。

施行期日につきましては、平成３１年４月１日とするものでござい

ます。

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。
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野上委員 

教職員人事課長 

野上委員 

教職員人事課長 

細田教育長 

野上委員 

教職員定数は児童生徒数調査の結果に基づくとありますけれども、

さいたま市の場合は、人口も児童生徒数も増えていて持続的発展を続

けていますが、これが衰退し、児童生徒数が減った場合は、教職員定

数も減らさなければならないということでしょうか。

委員御指摘のとおり、児童生徒数によって教職員定数が決まってお

ります。したがって、人口減少、児童生徒数の減少ということになり

ますと教職員定数も減少するということでございます。また、児童生

徒数が増えれば、教職員定数も増えるということになります。

例えば児童生徒数が減った場合、４０人学級を３５人学級にすると

いうように教育を充実させるといった方向にはいかないものなので

しょうか。

いまのところ児童生徒４０人に教職員１人という基準でやってお

ります。３５人というのは国の施策ですので国の動向を見ながらとい

うことになるかと思います。

教職員人事課長の説明のとおりですが、定数条例を今後文部科学省

がどのようにしていくかということがあるかと思います。特に今働き

方改革と言われていますが、そのコアのところにあるのは、給特法と

定数条例だと思っております。マスコミもそのような報道をしており

ますが、現時点ではいわゆる給特法については、文部科学省が何かを

することは財政上厳しいだろうということです。考えうることという

のが、定数条例について、今後財政当局等としっかり議論をしていく

ということであります。そのような流れですので、定数条例が改正さ

れるという可能性は十分にあることだと思います。

なぜ質問をしたかというと、以前中教審の部会で、小中一貫、中高

一貫になったのなら、輻輳している事務が減るのだから合理化できる

部分もあるだろうという議論が出たことがありました。私としては、

そういった議論は経済の合理性が入ってしまって、教育論議ではない

のではないかと思いました。むしろ、例えば学力調査でさいたま市の

ように立派な成績を収めているところであれば加配するというぐら

いのことをしないといけないのではないかと思います。しっかりと結

果を出しているところには、それだけのものを付与することが必要

で、そういうところからとってしまうという政策は真逆であるという

ことで、先ほどの質問に繋がったというわけです。

ふくそう
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細田教育長 

細田教育長 

各委員 

細田教育長 

実は毎年、加配について文部科学省とやりとりがございまして、さ

いたま市では加配をとってきております。その理由が、例えばグロー

バル・スタディでこれだけ頑張っているからさいたま市にはこういう

加配をしようということで、さいたま市では加配をとってきている状

況です。

 他に御意見がなければ議案第７号につきましては、原案のとおりと

してよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第８号 さいたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の一部を 

改正する条例の制定について 

細田教育長 

教職員人事課長 

続きまして、議案第８号につきまして、事務局から説明をお願いし

ます。

議案第８号さいたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条

例等の一部を改正する条例の制定について、御説明させていただきま

す。

議案書は、２４ページから２８ページまでとなります。

本議案は、さいたま市立大宮国際中等教育学校の設置に伴い、「さ

いたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例」、「さいたま

市教職員健康審査会条例」、「さいたま市立学校の学校医、学校歯科医

及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例」及び「さいたま市学校

災害救済給付金条例」について、所要の改正を行うものでございます。

改正の概要について、３点に分けて御説明いたします。

１点目は、「さいたま市教職員の勤務時間、休日及び休暇に関する

条例」及び「さいたま市教職員健康審査会条例」の一部改正について

でございます。改正内容につきましては、さいたま市立大宮国際中等

教育学校に副校長を置くことに伴い、教職員の定義に副校長を加える

ほか、事務職員に係る規定の整備を行うものでございます。

２点目は、「さいたま市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤

師の公務災害補償に関する条例」の一部改正についてでございます。

改正内容につきましては、非常勤の学校医等の公務上の災害に対して

補償する制度の対象に、中等教育学校の学校医等を加えるものでござ

います。
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細田教育長 

各委員 

細田教育長 

３点目は、「さいたま市学校災害救済給付金条例」の一部改正につ

いてでございます。改正内容につきましては、学校災害救済給付金制

度の対象に、中等教育学校の前期課程の生徒を加えるほか、規定の整

備を行うものでございます。

施行期日につきましては、平成３１年４月１日とするものでござい

ます。

説明は以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。

御意見、御質問等はございますか。

御意見がなければ議案第８号につきましては、原案のとおりとして

よろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第９号 さいたま市教員の修学部分休業に関する条例及びさいたま市教員の自

己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

細田教育長 

教職員人事課長 

続きまして、議案第９号につきまして、事務局から説明をお願いし

ます。

議案第９号さいたま市教員の修学部分休業に関する条例及びさい

たま市教員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の

制定について、御説明させていただきます。

議案書は、２９ページから３２ページまでとなります。

本議案は、学校教育法の一部改正に伴い、「さいたま市教員の修学

部分休業に関する条例」及び「さいたま市教員の自己啓発等休業に関

する条例」について、所要の改正を行うものでございます。

改正の内容につきましては、「さいたま市教員の修学部分休業に関

する条例」及び「さいたま市教員の自己啓発等休業に関する条例」で

引用している学校教育法の条項を整備するものでございまして、いわ

ゆる条項ずれによる改正でございます。

施行期日につきましては、平成３１年４月１日とするものでござい

ます。

説明は以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。
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細田教育長 

各委員 

細田教育長 

御意見、御質問等はございますか。

御意見がなければ議案第９号につきましては、原案のとおりとして

よろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１０号 さいたま市教職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

細田教育長 

教職員給与課長 

続きまして、議案第１０号につきまして、事務局から説明をお願い

します。

議案第１０号さいたま市教職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について、御説明いたします。

議案書は３３ページから４５ページとなりますが、本日配付してお

ります別添資料も併せて御覧ください。

本議案は、市人事委員会からの報告及び勧告を踏まえ教育職員の給

与を改定するほか、さいたま市立大宮国際中等教育学校の設置に伴

い、所要の改正を行うものでございます。

次に、市人事委員会の勧告を踏まえた改正の内容でございます。市

人事委員会の勧告では、教育職給料表（１）及び（２）について、埼

玉県における改定状況等を考慮して措置すること、改定に当たっては

平成３１年４月１日から施行することとしております。

この勧告を踏まえ、給料表の改定について、埼玉県の給料表の改定

に準じて、級号給ごとに１，７００円から４００円の間で引き上げる

ものでございます。

次に、中等教育学校設置に伴う改正の内容でございます。

１点目は、中等教育学校の教育職員につきましては、中学校に相当

する前期課程と高等学校に相当する後期課程の両方の授業を担当す

る体制とすることから、前期課程及び後期課程ともに高等学校の教育

職員に適用する教育職給料表（１）を適用させるものでございます。

２点目は、新設する副校長の職については、教頭と同一の職務の級

３級を適用させるものでございます。

また、その他中等教育学校に係る規定の整備を併せて行うものでご

ざいます。

施行期日は、平成３１年４月１日でございます。

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。
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細田教育長 

各委員 

細田教育長 

 御意見、御質問等はございますか。

御意見がなければ議案第１０号につきましては、原案のとおりとし

てよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１１号 さいたま市立学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する

条例の制定について 

細田教育長 

学事課長 

細田教育長 

続きまして、議案第１１号につきまして、事務局から説明をお願い

します。

議案第１１号さいたま市立学校設置条例の一部を改正する条例の

一部を改正する条例の制定について、御説明させていただきます。

資料の４６ページから４８ページをお願いいたします。

提案の理由でございますが、さいたま市立新設美園地区中学校校舎

棟建設工事の遅延により、美園南中学校の位置を暫定的に変更するこ

とに伴い、所要の改正を行うため、さいたま市立学校設置条例の一部

を改正する条例の一部を改正する条例の制定を市長に申出するもの

です。

議案書４７ページの新旧対照表をお願いいたします。左側が改正

後、右側が改正前でございます。資料は美園南中学校位置図をお願い

します。

改正の概要でございますが、４月から工事完了後引渡しまでの１学

期間、新１年生は美園小学校にて、新２、３年生は美園中学校にて授

業を行います。このことから、４月１日から８月２６日まで、美園南

中学校の位置につきまして、美園小学校の所在地である「さいたま市

緑区美園５丁目３３番地」及び美園中学校の所在地である「さいたま

市緑区大崎２５５０番地３」とする経過措置を附則に追加するもので

ございます。

施行期日は、公布の日でございます。

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

 御意見、御質問等はございますか。

御意見がなければ議案第１１号につきましては、原案のとおりとし

てよろしいですか。
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各委員 

細田教育長 

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１４号 さいたま市立与野本町小学校屋内運動場棟大規模改修（建築）工事 

請負契約について 

細田教育長 

学校施設課長 

細田教育長 

続きまして、議案第１４号につきまして、事務局から説明をお願い

します。

それでは、議案第１４号さいたま市立与野本町小学校屋内運動場棟

（建築）工事請負契約について、御説明いたします。

議案書の４９ページを御覧ください。

本議案は、学校施設リフレッシュ基本計画に基づき、与野本町小学

校の屋内運動場、プール、与野本町コミュニティセンターの大規模改

修工事を実施するもので、「さいたま市議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例」第２条の規定に基づく、工事契

約議案でございます。

契約の方法は、一般競争入札で、入札の結果、田中・八生特定共同

企業体と３億５,７６９万６千円の契約金額をもって契約を締結する
ものでございます。

次に、工事の概要について御説明いたします。５０ページをお願い

します。

敷地面積は２４，２３８．０１㎡で、改修建物でございますが、屋

内運動場棟につきましては、１階が与野本町コミュニティセンター、

２階が与野本町小学校の屋内運動場となっており、鉄筋コンクリート

造地上３階建て、延床面積が２，２５９．４８㎡でございます。

プール棟につきましては、１階が与野本町コミュニティセンター、

屋上が与野本町小学校のプールとなっており、鉄筋コンクリート造地

上２階建て、延床面積が１，４９８．１１㎡でございます。

工期につきましては、議会の議決日から平成３２年３月６日までを

予定しております。

改修内容につきましては、屋上防水改修工事、外壁改修工事、建具

改修工事、便所改修工事となります。

説明は以上でございます。

 御意見、御質問等はございますか。

御意見がなければ議案第１４号につきましては、原案のとおりとし



31 

各委員 

細田教育長 

てよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

議案第１５号 議決事項の一部変更について（さいたま市立新設美園地区中学校校

舎棟建設（電気設備）工事請負契約) 

議案第１６号 議決事項の一部変更について（さいたま市立新設美園地区中学校校

舎棟建設（機械設備）工事請負契約) 

議案第１７号 議決事項の一部変更について（さいたま市立新設美園地区中学校屋

内運動場棟建設（建築）工事請負契約） 

細田教育長 

学校施設課長 

続きまして、議案第１５号から第１７号につきましては、関連があ

りますので一括して事務局から説明をお願いします。

それでは、議案書の５２ページ、議案第１５号議決事項の一部変更

について、さいたま市立新設美園地区中学校校舎棟建設（電気設備）

工事請負契約から５６ページの議案第１７号までは、関連がございま

すので、一括して御説明いたします。

本議案は、さいたま市立美園南中学校の校舎棟建設（建築）工事の

受注者である特定共同企業体の代表構成員が経営破たんしたことに

より、校舎棟建築工事の進捗が遅れた影響を受け、関連する設備工事

や屋内運動場棟の建築工事においても遅延が生じたことから、契約金

額の増額変更を行うものでございまして、「さいたま市議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例」第２条の規定に

基づき、議決事項の一部変更を行うものでございます。

議案書５２ページをお願いいたします。

平成２９年９月議会において議決を得た「さいたま市立新設美園地

区中学校校舎棟建設（電気設備）工事請負契約」の当初の契約金額に

１，６０９万２千円増額し、３億１，４６１万８，０４０円に変更す

るものでございます。

続きまして、議案書５４ページをお願いいたします。

「さいたま市立新設美園地区中学校校舎棟建設（機械設備）工事請

負契約」の当初の契約金額に１，６６２万１，２００円増額し、５億

３，７１５万３，１２０円に変更するものでございます。

続きまして、議案書５６ページをお願いいたします。

こちらも、「さいたま市立新設美園地区中学校屋内運動場建設（建

築）工事請負契約」の当初の契約金額に１，８２１万９，６００円増
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額し、１３億７，２７１万４，５６０円に変更するものでございます。

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

御意見、御質問等はございますか。

御意見がなければ議案第１５号から第１７号につきましては、原案

のとおりとしてよろしいですか。

＜異議なし＞

出席委員全員の賛成により、原案のとおり可決されました。

以上をもちまして、本日の教育委員会会議の議事を終了いたしま

す。

これにて、教育委員会会議を閉会いたします。

８ 閉     会      午後４時１３分


